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対象者を均一に選ぶ必要があることから、ハローページの約 3ページに 1名無作為に抽出した。 
長野県の地上デジタル放送（NHK総合・教育）開始直後の 2006年 7月から 2011年 1月にか
けて、5 回の調査を行った。電話帳には世帯主が記載されることが多いため、回答者は家族の誰
でもよいこととしたが、高齢者に偏った。回答者の年齢構成は、調査の回により異なるが、50歳






 って、回答率が上昇し、2010年 2011年では 35%となった。この調査は、情報インフラおよび防
災アンケートと同時に行った。[4]   
 













信越放送（SBC）平成   年  月，     長野放送（NBS）平成   年  月，  
TV信州（TSB） 平成  年  月，    長野朝日（ABN）平成   年  月，  
NHK総合 平成   年  月，        NHK教育 平成   年  月，  
 
Q 現在の地上アナログテレビ放送がこのさき終了する(見られなくなる)ことをご存じですか 
□知っている  □知らない 
 
終了時期を知っている方は、その年月を記入してください 
終了時期 平成＿年＿月  
 
調査年月 アンケート数 回答者数 回答率
2006年9月 548 114 20.8%
2007年1月 548 113 20.6%
2009年1月 511 146 28.6%
2010年1月 535 190 35.5%
2011年1月 535 180 33.6%
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Q 地上デジタル放送をどのように知りましたか（いくつでも）  
□新聞   □折り込み広告   □雑誌     □テレビ   □ラジオ  
□インターネット  □イベント □自治体広報誌  □販売店（電気店など）   
□その他 （          ） 
 












□非常に多い  □多い  □普通  □少ない  □非常に少ない  □わからない 
 





































Q19 チェックしてください （いくつでも）  
□すでに持っている □価格が安くなったら   □テレビの買い替えに合わせて 
□テレビの故障に合わせて   □デジタル放送を見たくなったら 
□アナログ放送が見られなくなったら  □周囲の状況を見て   □わからない  
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 □その他（       ） 
 












 図６    テレビ購入時の着眼点 
 
Q 地上デジタル放送対応テレビを購入するポイントはなんですか（いくつでも） 
□薄型  □画面の大きさ  □画質・音質  □操作性 








いる。               
地上デジタル放送機器の購入予定価格についてたずねた。 
 
Q 地上デジタル放送対応機器の購入価格はどれくらいと考えますか （１つだけ）   
□50万円以上   □50万～30万円  □30万～20万円 □20万～10万円 
□10万～5万円 □5万～3万円  □3万円以下  □わからない 
 








Q 地上デジタル放送対応機器の購入時期（地上デジタル放送移行時期）について伺います  
□すでに持っている  □３月までに  □６月までに  □1年以内に □２年以内に     
□２年以上状況を見て □地上アナログ放送が終了するまでに   □今は考えていない 
□わからない   □その他（       ） 
 
図８は地上デジタル放送の機器を時間的にどのタイミングで購入するかを示す。回答は１つだ










Ｑ１ 今お持ちのＡＶ機器について、あてはまるものをチェックしてください （いくつでも） 
□テレビ  □ビデオ（VTR） □DVDプレイヤー □DVD・HDレコーダー 


















□ブラウン管テレビ  □液晶テレビ □プラズマテレビ  
□リアプロジェクションテレビ   □プロジェクター □わからない 
□その他（       ） 
 
       図１０  保有しているテレビの種類 
 
Q答えたテレビの画面の大きさは何インチ（型）ですか  
大きさ      インチ（型） 
 














 Q ご覧になっている放送の方式  
をチェックしてください（いくつでも） 
□地上アナログ放送（従来のテレビ放送） □地上デジタル放送 □BS アナログ放送
□BSデジタル放送  □CS放送□ケーブルテレビ放送  
□その他（  ） 
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いたと考えられる。75%が level５としており、多少乱れる level４が 17%、雪が降った状態 level
３が 6%、映像がぼんやり見える level２が１％である。 
 一方、図１４は、地上デジタル放送についての評価である。91％が正常な画像を得ている。デ
ジタル放送の場合、１，０の判別が不安定になると、ドット抜けやブロックノイズとなる。         
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